
・経年変化を見ると、三重県の特定健診受診率については、全国平均より高い水準で推移して
いますが、わずかに減少しました。

・また、三重県の特定保健指導実施率については、全国平均と同様増加傾向でしたが、令和２年は
減少しました。

資料１－２

第７次三重県医療計画における糖尿病対策部分目標項目の状況について

(1)-1 特定健康診査受診率・特定保健指導実施率について

１

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R2

国 43.2 44.7 46.2 47.6 48.6 50.1 51.4 52.9 54.4 55.3 53.1

県 44 46.2 47.7 50.2 52.4 53 54.2 55 56.3 58.3 57.7
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H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R2

国 13.1 15.0 16.4 17.7 17.8 17.5 18.8 19.5 23.3 23.2 23.0

県 12.1 14.7 16.1 18.6 19.1 17.5 19.0 20.0 20.6 23.6 21.9
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(1)-2 保険者別 特定健康診査受診率・特定保健指導実施率

全国健康保険協会三重
支部以外は受診率が減
少傾向でした。

国民健康保険、全国健
康保険協会三重支部は
減少しましたが、共済
組合と健康保険組合は
増加しました。

（出典：三重県国民健康保険団体連合会） ２



（出典：三重県国民健康保険団体連合会）

（２） 糖尿病の可能性を否定できない人（HbA1c 6.0％以上6.5％未満）の割合 及び 糖尿病が強く
疑われる人（HbA1c 6.5％以上）の割合について

３



出典：わが国の慢性透析療法の現況（日本透析医学会）

（３）糖尿病性腎症による年間透析導入者数について

三重県の新規透析導入患者数は、年毎の増減はあるものの、年々減少傾向で、令和３年度は
全国と同様に減少しました。
しかし、原疾患における糖尿病性腎症の割合は、横ばいでした。

４

（原疾患における糖尿病成人症の割合）

（人） （％）

H28 H29 H30 H31 R2 R3

原疾患：総計 499 558 466 436 447 370

原疾患：糖尿病性腎症 228 256 210 193 192 159
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（４）参考 糖尿病年齢調整受療率経年変化
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●受療率
推計患者数(※)を人口で除して人口10万対であらわした数
※推計患者数：患者調査日当日に医療施設で受療した患者の推計値

（調査日は10月中～下旬の３日間のうち医療施設ごとに指定した１日）

推計患者数 　

H26 【千人】 H29 【千人】 R2 【千人】

入院 外来 入院 外来 入院 外来

全国 20.9 222.3 18.9 224 15.2 215

三重 0.2 5.1 0.2 4.5 0.2 3.4
出典：厚生労働省「令和２年 患者調査」 ５


